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　1901（明治34年）12月10日に，田中正造がおこなっ
た直訴を中心に本年度は研究を実施した。研究史を簡
単にふりかえると，天皇への直訴自体をとらえて，天
皇を至上のものとした彼の思想を問題視したものや，
他方では，権力に追いつめられた彼にとって最後の手
段であったとする見方がこれまでの主流であったとい
えよう。
　近年にいたり，東海林吉郎氏の「足尾銅山鉱毒事件
における直訴の位相一一戦略構想としての直訴の浮上と
『石川半山日記』にみるその展開」が発表され，さら
に比較的最近になって後藤俊文氏による「田中正造の
直訴と半山・秋水・尚江」が出されている。前者はそ
のタイトルからもある程度わかるように，直訴は世論
の盛り上げを企図した戦略構想であるとし，石川半山
の日記を用いてこれを論証しようとしたものである。
後者は，前者の矛盾を検証し，その上で「史料の解釈
は恣意的であり，史料批判にも難点があった」と断じ
ている。誤解を恐れずにいうならぽ，両者とも34年段
階での，直訴に関係した幸徳秋水・石川半山の役割，
ならびに田中の行動を中心議題として論じるといえよ
う。こうした議論が田中正造研究に一定の進歩をもた
らすことはいささかも否定しないし，幸徳研究や初期
社会主義者の研究にも関係があることは間違いない。
　ところで筆者はこれとは異なった観点からこの問題
を考えてみた。結論を先取りすると，田中の直訴の背
景には以下の二つの要因があったと考えられる。（1）近
代国家体系である立法・司法・行政への失望，（2）権力
構造の認識の問題である。つまり，封建制下の徳川時
代がおわり明治政府が確立する過程を体験した田中に
とって，三権の役割は近代国家を動かすシステムその
ものであったと思われる（他には地方自治制など）。
しかし示談推進過程で果たした行政の役割，帝国議会
での彼の質問に答えようとしない立法の状況を見るか
ぎり，彼が明治国家に抱いた“思い”は崩れつつあっ
た。そうしたなか1900（明治33）年に川俣事件が発生
した。この事件にともなう政府追求は田中の立法への
不信をいっそう強めることとなった。しかし同年12月
に下された有罪判決は，唯一残された司法への信頼を
打ち砕だくにいたる。近代国家への幻想が失望に変わ
るのである。
　失望は他方で，被害農民の救済をいっそう求めるこ
とにもなる。田中の権力認識としてはそれを重層的な
もの，つまり三権を包括するものとして天皇制の存在
を認識していたと思われる。したがって三権によって
は農民救済がかなえられない彼は，議員を辞職した後
に直訴に及ぶのであった。
　じつは，彼のほとんど同じ行動が，名主時代の六角
家騒動のときにも見られた。彼は用人の不正を直接領
主に奏上しこれが聞き入れられないと見るや，幼君の
退隠をすすめて第二の君を推戴することを訴え，最終
的には六角家の主家にあたる京都烏丸家へ「弾劾的嘆
願書」を提出するにいたったのであった。与えられた
システムの中で最善を尽くし，それでも目的が達成さ
れないときになって初めて，それーよりも上位のシステ
ムによって問題の解決を図ろうとした点で直訴そのも
のだったのである。
　今後は，以上の仮説にもとづき，近代政治システム
を理解していた田中がいかに直訴へと進んでいったの
かを実証的に研究し，直訴後の彼の言動とあわせて，
その先進性を明らかにする予定である。『
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